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「環境空間情報に関する自主研究」―平成 15年度の受講者の研究課題 
 
① 鉄道乗客の行動特性。特に乗客が降りる前に、何か共通な兆候はないだろうか？ 
② 方向感を主とした経路選択の要因についての地図上からの分析 
③ 高齢者の移動特性について～地蔵通り商店街を事

例として～ 
④ 内部、外部の要素から見た線状空地の人気、魅力

に関する研究 
⑤ 鉄道通勤時のアクティビティ 
⑥ 丸ビルアトリウムにおける行為分析 
⑦ SoundMap@HongoCampus 
⑧ 高齢者の歩行挙動～ザ・シニアウォーキング～ 
⑨ 空間情報の活用における virtual realityに対する
意識調査 
⑩ エレベーター利用者調査 
⑪ 通学時の自転車選択に関する基礎的研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来街者の行動範囲来街者の行動範囲

来街者の大半は、上図の赤い線の部分を行動する来街者の大半は、上図の赤い線の部分を行動する

実態調査Ｂ

Ｂ．列車内で乗客を観察
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分析手法

要因の設定
各ノードにおいて選択可能な道に関して、

Ｗ：道幅

Θ：目的地に対する道の方向

Ｄ：見通し（見渡せる距離）

Ｎ：その道を進むことで

さらに選択できる道の数

の４つの要因を設定

（地図上から計測）
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4-2.降車前短期行動分析 :主行動 何もしない の場合

データ分析: 4.降車前行動分析

・「辺りを見回す」行動が１つ手前の駅までで23%,2つ手前の駅までで38%の乗
客に見られる。しかし、もともと何もしていない人は、いつも暇つぶしにきょろきょ
ろする傾向があるので、降りる前の兆候になるとはいいがたい。

降車前短期行動（主行動：何もしない)
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降車駅～１つ手前の駅 降車駅～２つ手前の駅

Piazza Navona
Rome

・Piazza Navona
・LeninplatzとUntermarkt
・Hauptmarkt,SchlossparkとMunzerplatz

context いびつで不整形、小粒
contents 噴水、勾配等によって長軸が強調されている

長く視界が開ける場所性が周りの街区と対象をなす
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スタンダード編がおもしろかった(14%) 
一番移動距離が長いからです

門から門編がおもしろかった(9%) 
スタンダードはちょっとながくて・・・・

冒険編がおもしろかった(66%) 
行ったことなかったので

冒険編はリンクの貼り方が上手かった（リンクの形がよかった？）ためヴァー
チャルな感じがよく出ていた。

まだ、何箇所か選択肢があったから。

京都とか裏道が多いとかで作ると面白そうです

ゲームみたいで面白かった

どれもおもしろくなかった(9%)
コンテンツの差別化がはっきりしてなかった。音楽を取り入れるとよかったのか
も。

興味ない場所だから、面白いと感じることは特になかった。

ユーザーの嗜好性は？

⑤ 

③ 

⑦ 

歩行者の撮影

「巣鴨 地蔵通 商店街」の歩行者を、

ビル屋上（５階）からビデオ撮影。

７月５日（土曜）

天気：晴れ

時間：夕方

多数の
歩行者が
高齢者
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調査結果 A
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調査結果

◇高齢者・障害者の行動（計670）
・階段 ５５％

・エスカレーター ３３％

・エレベーター １２％

◇利用者の分類

・１回の乗車人数

・男女比

・上り／下り

・年代別

１人

女性

上り

６０以上 ５０代 ４０代

５６％

５３％

５０％

５９％

２人

アンケート内容
自転車利用に関する調査票 

 個人属性に関するアンケート 
・ 性別 （ 男 ・ 女 ） 
・ 年齢 （    歳） 
・ 住所 （        市区町村） 
・ 実家の住所 （         都道府県） 
・ 通学，通勤において自転車を利用している （ はい ・ いいえ ） 
             ※主要交通手段でない場合も含む． 

・ 自転車オンリーで通勤，通学している （ はい ・ いいえ ） 
・ 自転車に対する印象 
（ 嫌い ・ やや嫌い ・ やや好き ・ 好き ） 

    （ かっこ悪い ・ ややかっこ悪い ・ ややかっこいい ・かっこいい ）

    （ 不快 ・ やや不快 ・ やや快適 ・ 快適 ） 
・ 自転車の利用頻度 （週      回） 
・ 1回当たりの自転車走行距離 （約       km） 
・ 自転車で抵抗なく移動できる距離 （約      km） 
・ 東京自転車道路網計画（東京都心部において約34kmの自転車道ネットワークを整備）
を知っている 
             （ はい ・ いいえ ） 
 

    

 選択肢の一対比較によるアンケート 
（設定） 
あなたは大学生で近々引越しを考えています．その際，次の各々の条件において自転車

通学と電車通学のどちらを選択しますか？ 
 
表 属性と水準の設定 

水準 自転車   電車   

  総所要時間（分） 走行空間 総所要時間（分） 定期代（月額）

1 20物理的分離自転車道 15 2500

2 40視覚的分離自転車道 30 4000

3 60自転車歩行者共存 45 8000

 
 
 
 
 
 
 
図 A：物理的分離自転車道 ，B：視覚的分離自転車道（白線，カラーリングなど） 
  C：自転車歩行者共存道路 
 
一対比較アンケート 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
※ 自分が選択するほうに○をつけてください． 

ご協力ありがとうございました 

自転車 選択 電車 

パターン 時間（分） 道路形態 自転車  電車 時間（分） 費用（円） 

1 20 物理的分離     15 2500

2 20 視覚的分離     30 4000

3 20 共存     45 8000

4 40 物理的分離     30 8000

5 40 視覚的分離     45 2500

6 40 共存     15 4000

7 60 物理的分離     45 4000

8 60 視覚的分離     15 8000

9 60 共存     30 2500
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